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に質問紙調査を行い，393 人の結果について分析した．HPV ワクチン接種者は 62.3% で，子宮頸がん，
HPV ワクチン，子宮頸がん検診の用語は知っていても，子宮頸がんとその予防に関する詳細な内容の
理解は十分ではなかった．子宮頸がんに罹患する可能性と子宮頸がん検診の有益性を認識していた者
は 10% 台で，20 歳からの子宮頸がん検診受診の意識が非常に高かった者は 18.6% であった．子宮頸
がんとその予防に関する教育を受けた者は 29.5%，20 歳からの子宮頸がん検診の受診を周囲から勧め





の罹患率は 30 代前半，子宮頸がんの罹患率は 40
代前半において最も高く，死亡率は 2000 年以降
30 代前半から 50 代後半において上昇してい
る  1）．これらの状況は，10 代後半から性行為を
経験し始める女性が増加し  2），ヒトパピローマウ
イルス（human papilloma virus ; HPV）に感染
して子宮頸がんに罹患するリスクが高まるにもか
かわらず，20 代前半女性における２年に１回の





































今回，同年度に 18 歳から 20 歳の医療系では


























































人 ％（ *1 ） 検定*3
健康に対する意識  「とても思う」と回答した者
 予防接種や検査を受けることで病気を予防したい．      204 （ 51.9 ）   ns 
HPV ワクチン 接種歴    接種者      245 （ 62.3 ）   ns 
3回接種完遂者      178 （ 45.3 ） －
子宮頸がん予防行動のきっかけに関する項目
 HPV ワクチン接種時に子宮頸がん検診の説明を受けた，または資料をもらった者  111 （ 28.2 ）   ns 
子宮頸がんとその予防に関する身近な者の存在 家族や友人など身近に
子宮頸がん体験者がいた者 6 （  1.5 ）   ns 
HPV ワクチン接種者がいた者      150 （ 38.2 ）   ns 
子宮頸がん検診受診者がいた者       94 （ 23.9 ）   ns 
20歳からの子宮頸がん検診の受診を周囲から勧められた者      33 （  8.4 ）   ns 
子宮頸がんとその予防に関する教育を受けたことがある者     115 （ 29.5 ）   ns 
子宮頸がんとその予防に関する情報をマスメディアから得たことのある者   151 （ 38.4 ）   ns 
*1, 総数における%, *2, 大学 1年生と大学 2年生の間; *3,χ2検定または Fisherの正確確率検定; ns, not significant; ―, 分析未実施
表１　対象者の特徴　（n=393，大学 1 年生 n=201，大学 2 年生 n=192）













































































































定により分析した．統計解析には IBM SPSS 
Statistics version 24 を使用し，有意水準は５%
表２　子宮頸がんとその予防に関する用語と知識　（n=393，大学 1 年生 n=201，大学 2 年生 n=192）
質問調査項目 学年間*4
人 （ ％*1 ） 検定*5
子宮頸がんとその予防に関する用語 知っていた者
 子宮頸がん 393 （ 100.0 ） －
 ヒトパピローマウイルス（HPV） 86 （  17.3 ）   ns 
 子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン） 373 （  94.9 ）   ns 
 子宮頸がん検診 347 （  88.3 ）   ns 
子宮頸がんとその予防に関する知識 知っていた者
子宮頸がんと VPH
発症年齢  20～30 歳代の女性で子宮頸がんになる人が増えている．  245 （  62.3 ）   * 
大学 1 年生，大学 2 年生 114 （56.7 *2），131 （68.2 *2）
初期の症状 子宮頸がんは進行するまで症状に気づかない．     157 （  39.9 ）   ns 
原因は HPV 感染 子宮頸がんの原因は HPV というウイルス感染である．     50 （  12.7 ）   ns 
 HPV 感染経路  HPV は性行為によって感染する． 91 （  23.2 ）   ns 
 HPV 感染と発症ま
での期間
 HPV に感染し子宮頸がんになるまでの期間は 5～10 年以上である．  31 （   7.9 ）   ns 
HPV ワクチン
ワクチンの効用  HPV ワクチンは，約 7 割の子宮頸がんを予防できる．    81 （  20.6 ）   ns 
推奨接種年齢  HPV ワクチンは，性行為を経験する前に受けるのが効果的である． 111 （  28.2 ）   ns 
推奨接種回数  HPV ワクチンの注射回数は，半年間に 3 回である．   190 （  48.3 ）   ns 
費用 高校 2 年生以降の女性の場合，HPV ワクチンの費用は注射 3 回で約
5 万円である．
 75 （  19.1 ）   ns 
副反応問題 現在，HPV ワクチンの注射による副作用が問題になっている． 208 （  52.9 ）   ** 






 95 （  24.2 ）   ns 
検診の効用 定期的に子宮頸がん検診を受けることで，子宮頸がんを予防できる． 184 （  46.8 ）   ns 
推奨受診開始年
齢・受診間隔
 20 歳以上の女性は，2 年に 1 回子宮頸がん検診を受けることが勧めら
れている．
 66 （  16.8 ）   ns 
無料クーポン  20 歳の女性には，市や町の役所から子宮頸がん検診の無料クーポン
券が配布される．
 62 （  15.8 ）   ns 
費用助成  20 歳以上の女性に，市や町の役所から子宮頸がん検診の費用の補
助がある．
 59 （  15.0 ）   ns 
知識合計数 学年間*4
（質問調査項目数） %*3 平均値±標準偏差 （中央値, 最小値－最大値） 検定*6
 子宮頸がんとその予防に関する知識 （ 15 問 ） 28.9 4.3 ± 2.9 （ 4, － 13 ）  ns 
子宮頸がんと HPV （  5 問 ） 29.2 1.5 ± 1.2 （ 1, －  5 ）  ns 
HPV ワクチン （  5 問 ） 33.8 1.7 ± 1.4 （ 2, －  5 ）  ns 




0 －  5 ）  ns 
*1, 総数における%; *2, 各学年総数における%; *3, 質問調査項目数における平均値の%; *4, 大学 1 年生と大学 2 年生の間; *5, χ2
検定または Fisher の正確確率検定; *6, 独立したサンプルの t 検定; ns, not significant; *, p < 0.05 ; **, p < 0.01 ; ―, 分析未実施
















± 0.7 歳（19 歳，18 － 20 歳）で，大学１年生は
18.4 ± 0.5 歳（18 歳 , 18 － 20 歳），大学２年生




HPV ワクチンの接種者は 62.3% で，大学１年





















表３　子宮頸がんと子宮頸がん検診に対する態度　（n=393，大学 1 年生 n=201，大学 2 年生 n=192）
質問調査項目 学年間*4












 39 （ 10.0 ）   ns 
重大性の認識
医学的な面から 子宮頸がんは命にかかわる怖い病気である．  117 （ 29.8 ）   ns 
社会的な面から 子宮頸がんになったら，人生が変わってしまう．  123 （ 31.3 ）   ns 
子宮頸がん検診 認識していた者*3
有益性の認識 子宮頸がんを予防してくれる． 37 （ 18.6 ）   ns 
障害性の認識
産婦人科受診の抵抗感 産婦人科を受診することに抵抗がある． 217 （ 55.2 ）   ns 
検査内容不明 どのような検査が行われるかわからないので，受けたくない． 136 （ 34.6 ）   ns 
検査結果への恐怖心 検査結果を知るのが怖いので，受けたくない．    88 （ 22.4 ）   ns 
定期的検診受診が面倒 定期的に検診を受けに病院に行くのは，面倒である． 248 （ 63.1 ）   ns 
費用負担 検診費用が無料または安くなければ，受けたくない． 229 （ 58.3 ）   ns 
年齢が若い まだ若いので，子宮頸がん検診のことを知る必要はない．  36 （  9.2 ）   ns 
子宮頸がん検診 「とても思う」と回答した者
今後の受診意識 20歳を過ぎたら，子宮頸がん検診を受けようと思う．  73 （ 18.6 ）   ns 
*1, 総数における%; *2, とても思うと回答した者; *3, 有益性の認識においては「とても思う」と回答した者，障害性の認識においては「と
ても思う／思う」と回答した者; *4, 大学 1年生と大学 2年生の間; *5, χ2検定または Fisherの正確確率検定; ns, not significant
















































年齢 62.3%，初期の症状 39.9%，HPV 感染経路
23.2%，原因は HPV 感染 12.7%，HPV 感染と発







































「中学生」50 人（24.9%），「高校卒業後～ 20 歳に
なるまで」30 人（14.9%），大学２年生では，「高
校生」112 人（58.3%），「高校卒業後～ 20 歳にな
























































































































いう報告  8- 15）を支持するものであった．HPV ワ
クチン接種がわが国で普及する前に調査が行われ




































報告を支持するものであった  8- 12,  14,  15）．一方，子
宮頸がん検診の障害性の「検査内容不明」「検査
結果への恐怖心」「年齢が若い」といった態度に
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Knowledge of and Attitudes towards Cervical Cancer and its 
Prevention among Female University Students
Miwa IMAI，Kazue YOSHIDA，Marina DAIMON，
Ami NAKANISHI，Anna YAMAKOSHI
Abstract
　The present study aimed to determine the current knowledge of cervical cancer and its 
prevention, as well as attitudes towards cervical cancer and cervical cancer screening among first- 
and second- year female university students who were aged 18 and 20 years during 2014. We 
distributed 446 anonymous self-administered questionnaires to the students during 2014 and of 
these, a total of 393 valid responses were analyzed. Among the respondents, 62.3% had been 
vaccinated against human papilloma virus  (HPV) when they were 13 – 16 years old, as 
recommended by the Japanese government at the time. Even though they were familiar with the 
terms “cervical cancer”, “HPV vaccine”, and “cervical cancer screening”, detailed contents about 
cervical cancer and its prevention was not sufficiently understood. Around 10% of respondents 
perceived cervical cancer susceptibility and the benefits of cervical cancer screening, and 18.6% 
were willing to undergo cervical cancer screening after reaching the age of 20 years. The 
percentages of those who had been educated about cervical cancer and its prevention and those 
who had been recommended to undergo screening for cervical cancer after reaching the age of 20 
years by familiar people were 29.5% and 8.4%, respectively. Therefore, professionals such as school 
nurse and doctors should actively deliver information about cervical cancer and its prevention to 
girls aged in the late teens to improve their understanding and perceptions. 
Keywords  screening, vaccination, human papilloma virus , health belief model, education
